
図１ 前年度から年金特徴が継続になる方の納税通知書（３ページ目）の記載例

（例）　収入が公的年金等のみで、年税額が21,000円、４・６・８月分の仮特別徴収額が3,300円の場合

◎令和５年度　　年税額２１，０００円　 （納税通知書３ページ）

◎ 合計年税額及び徴収方法 （単位：円）

◎ 普通徴収の方法により徴収する各納期の税額及び納期限

　
◎ 公的年金から特別徴収の方法により徴収する税額及び徴収月

◎ 次年度引き続き公的年金を受給する場合（仮特別徴収） ◎ 特別徴収を行う公的年金の種類及び支払者の名称

令和５年４月、６月、８月の各年金の支給時には、令和４年度の公的年金等に係る所得から算出される年税額の６分の１が仮特
別徴収として年金特徴（引き落とし）されます。令和５年10月の支給時からは、令和５年度市民税・都民税の年税額から仮特別
徴収される税額を引いた残額が年金特徴されます。

徴収税額
種類 老齢基礎年金 厚生労働大臣

徴収月 令和６年4月 令和６年6月 令和６年8月
3,500 3,500 3,500

支払者
の名称

差引徴収税額（Ｄ）-（Ｅ） 0 3,300 3,300 3,700 3,700 3,700

徴収済税額（Ｅ） 3,300

今回通知（Ｄ） 3,300 3,300 3,300 3,700 3,700 3,700

前回通知

仮特別徴収税額 特別徴収税額
徴収月 令和５年4月 令和５年6月 令和５年8月 令和５年10月 令和５年12月 令和６年2月

納めて頂く税額（Ａ）-（Ｂ）-（Ｃ）

納付済税額（Ｃ）

充    当    額（Ｂ）

期 別 税 額（Ａ）

納 　期　 限
期 　 　　別

給与特別徴収税額 年金特別徴収税額前回通知 普通徴収税額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民税・都民税　課税明細書（1）

合計年税額 徴収方法

今回通知 21,000 21,000

合計年税額21,000円から仮特別徴収の合計額
9,900円を差し引きます。
残りの額11,100円を３分割して10月分から年金特
別徴収が開始されます。

令和５年度の公的年金等に係る所得から算出される年税額の６分の１ず
つを令和６年度分として仮徴収します。

令和４年度の公的年金等に係る所得から算出される年税額の６分の１を
仮特別徴収。


